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第
10
回
定
例
班
長
会
議 

 
 
 
 
 

平
成
24
年
１
月
12
日
（
土
） 

１
．
町
会
長
挨
拶
（
12
月
の
活
動
報
告
） 

２
．
連
絡
事
項 

【
子
供
会
】 

・
廃
品
回
収
（
１
月
20
日
）、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
】 

・
行
政
書
士
相
談
会  

第
３
土
曜
日
午
後
１
時 

・
防
災
フ
ェ
ス
タ 

売
店
も
好
調
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【
防
災
防
犯
委
員
会
】 

・
防
災
フ
ェ
ス
タ
反
省 

多
く
の
方
の
ご
協
力
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
た
に
行
っ
た
「
煙
体
験
」
が

大
好
評
で
し
た
。
例
年
に
比
べ
多
少
参
加
者
が
少
な
か

っ
た
。
も
っ
と
興
味
を
抱
い
て
頂
け
る
方
法
の
検
討
が

必
要
。 

・
上
志
津
原
交
差
点
の
歩
車
分
離 

千
葉
県
警
よ
り
交
通

量
等
の
環
境
調
査
を
行
い
、
対
応
を
検
討
す
る
と
12
月

末
に
連
絡
あ
り
。 

３
．
新
年
会
準
備
状
況  

・
予
定
通
り
１
月
13
日
（
日
）
12
時
開
始
と
す
る
。 

４
． 

南
ヶ
丘
班
の
班
分
割
に
関
す
る
報
告 

・
南
ヶ
丘
班
の
班
分
割
に
関
す
る
報
告 

１
月
16
日
南
ヶ

丘
班
集
会
に
お
い
て
、
現
行
１
班
制
を
次
年
度
か
ら
３

班
制
に
変
更
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
新
班
長
３
名
の
選

出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

５
．
次
年
度
引
継
ぎ
準
備 

・
次
期
班
長
へ
班
長
会
（
２
・
３
月
）
出
席
を
依
頼 

（
予
定
）
２
月
班
長
会 

次
期
班
長
会 

役
員
決
め 

（
予
定
）
３
月
班
長
会 

各
部
業
務
引
継
ぎ 

６
．
そ
の
他 

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
気
配
で
す
。 

 

第
11
回
定
例
班
長
会
議 

 
 
 
 
 

平
成
24
年
２
月
２
日
（
土
） 

１
．
町
会
長
挨
拶
（
１
月
の
活
動
報
告
） 

２
．
連
絡
事
項 

【
子
供
会
】 

・
廃
品
回
収
（
２
月
17
日
）、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

・
６
年
生
を
送
る
会 

３
月
25
日
、
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
ユ
ー
カ
リ

で
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
予
定
。 

【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
】 

・
行
政
書
士
相
談
会
第
３
土
曜
日
午
後
１
時 

・
は
ら
ト
ピ
ア
空
き
室
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
照
会
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。 

３
．
防
災
フ
ェ
ス
タ 

・
２
月
24
日
（
日
）
10
時
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

４
．
新
年
会
実
施
報
告 

・
予
定
通
り
１
月
13
日
（
日
）
12
時
開
始
し
た
。 

参
加
者
数 

48
名 

５
．
定
期
総
会
の
準
備 

・
当
年
度
会
計
報
告
資
料
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
町
会
規
約
の
変
更
予
定
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
平
成
25
年
度
上
志
津
原
町
会
事
業
計
画
（
案
）
の
確
認 

６
．
そ
の
他 

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金 

合
計
９
６
，
２
９
６
円
。 

 

ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
町
会
長
） 

・
外
用
の
古
い
脚
立
を
廃
棄
し
ま
す
。（
総
務
） 

・
町
会
費
未
回
収
の
班
が
あ
り
ま
す
。
３
月
班
長
会
ま
で 

に
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。（
会
計
） 

７
．
各
役
員
・
各
係
よ
り
担
当
業
務
紹
介 

・
副
町
会
長
（
道
路
、
街
灯
、
自
治
会
館
・
防
災
） 

・
会
計
、
文
書
、
広
報
、
環
境
衛
生
、
ス
ポ
ー
ツ
新
年
会 

 

盆
踊
り
、
運
動
会 

８
．
次
年
度
役
員
・
担
当
係
決
め 

・
各
地
区
副
町
会
長
選
出
の
後
、
各
担
当
係
を
決
め
た
。 

 

第
12
回
定
例
班
長
会
議 

 
 
 
 
 

平
成
24
年
３
月
２
日
（
土
） 

１
．
町
会
長
挨
拶
（
２
月
の
活
動
報
告
） 

２
．
連
絡
事
項 

【
子
供
会
】 

・
当
年
度
及
び
次
年
度
子
供
会
会
長
よ
り
挨
拶
。 

・
廃
品
回
収
（
３
月
17
日
）、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

・
６
年
生
を
送
る
会 

３
月
25
日
の
予
定
で
す
。 

84
名
の
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

・
新
入
生
歓
迎
会
の
開
催
日
は
今
日
現
在
未
定
で
す
。 

【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
】 

・
行
政
書
士
相
談
会
（
第
３
土
曜
日
午
後
１
時
）
と
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
は
４
月
よ
り
、
南
ヶ
丘
集
会
場
に
場
所

を
移
動
し
ま
す
。 

・
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
て
今
年
も
桜
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

・
桜
祭
り
の
開
催
は
気
候
不
安
や
人
手
不
足
感
の
懸
念
が

あ
り
今
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
。 

・
２
月
16
日
の
委
員
会
会
議
で
、
浄
水
場
脇
の
歩
道
が
枯

葉
で
覆
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
事
が
話
題
と
な
り
、
翌
17

日
に
有
志
で
緊
急
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

【
防
災
防
犯
委
員
会
】 

・「
空
き
巣
・
忍
び
込
み
」
警
戒
！ 

回
覧
の
依
頼 

・
防
災
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
参
加
呼
掛
け 

３
．
総
会
準
備 

・
予
定
通
り
４
月
７
日
（
日
）
10
時
開
催 

・
当
年
度
及
び
次
年
度
班
長
さ
ん
は
出
席
し
て
下
さ
い
。 

・
総
会
案
内
を
回
覧
し
ま
す
。
委
任
状
締
切
は
３
月
17
日

で
す
。
必
ず
期
日
ま
で
に
回
収
を
お
願
い
し
ま
す
。 

・
会
計
監
査
は
予
定
通
り
３
月
20
日
13
時
よ
り
行
い
ま
す

の
で
各
役
員
・
各
部
長
は
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
不

都
合
の
場
合
は
代
理
者
を
立
て
て
下
さ
い
。 

・
平
成
25
年
度
予
算
（
案
）
策
定
に
あ
た
り
意
見
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

↓
各
係
増
減
要
望
な
し
。 

 

↓
会
館
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、
南
ヶ
丘
集
会
場
の
光

熱
費
を
考
慮
し
た
増
額
が
必
要
。 

・
町
会
規
約
の
改
定
、
変
更
要
求
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。

南
小
の
運
動
会
が
10
月
12
日
（
土
）
で
決
ま
り
ま
し
た
。

町
会
の
運
動
会
は
翌
週
の
10
月
13
日
（
日
）
を
候
補
日

と
変
更
し
ま
す
。 

４
．
班
長
業
務
引
継
ぎ 

・
班
長
さ
ん
の
基
本
業
務
に
つ
い
て
は
、
４
月
の
第
１
回

班
長
会
で
ご
説
明
し
ま
す
。 

・
各
班
固
有
の
状
況
や
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
３
月
中
に

新
旧
班
長
さ
ん
間
で
引
継
ぎ
を
終
え
て
下
さ
い
。
引
継

ぎ
漏
れ
の
無
い
よ
う
に
留
意
下
さ
い
。 

５
．
各
役
員
。
各
係
の
引
継
ぎ 

・
班
長
会
終
了
後
、
各
役
員
・
各
係
別
に
引
継
ぎ
を
行
っ

て
下
さ
い
。 

発 行 日 ：平成 25 年 3 月 31 日発行 

編集発行 ：上志津原町会 広報係 

発行責任者 ：町会長 大内 茂 

印  刷 ：花島印刷 

上
志
津
原
町
会 

定
期
総
会
の
ご
案
内 

平
成
25
年
４
月
７
日
（
日
）
10
時 

＊
よ
り
良
い
町
づ
く
り
＊
皆
で
参
加
し
ま
し
ょ
う 

以
上
で
平
成
24
年
度
定
例
班
長
会
の
議
事
報
告
を

終
了
い
た
し
ま
す
。
次
号
よ
り
平
成
25
年
度
の
報
告

と
な
り
ま
す
。
１
年
間
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平成 24 年度班長一同 
1 年間、ありがとうございました。 



№-2            上 志 津 原 た よ り             第３７５号  

◆ 退 任 挨 拶 ◆ 

平
成
24
年
度
班
長
会
（
32
名
） 

町
会
長  

大
内 

茂 

（
南
） 
＊
９
班 

●
大
和
台  

宮
坂 

正
秀 

10
組 

 
三
瓶 

孝
一 

原
１
班  
盛
田 

武
（
桂
子
） 

原
２
班  

飯
塚 
ま
さ
子 

南
原
１
班 

田
中 
昭 

南
原
２
班 

三
浦 

眞
司 

３
・
４
組 

平
野 

拓
男 

５
組 

 

吾
妻 

武 

幸
野 

 

市
川 

正
晴
（
八
重
子
） 

（
西
） 

＊
９
班 

２
組
東  

我
妻 

さ
よ
子 

栗
林
１
班 

飯
島 

克
己 

栗
林
２
班 

森   

泰
宏 

東
邦 

 

久
本 

綾 

●
１
組 

 

福
井 

恒
次
（
律
子
） 

２
組
西  

佐
藤 

栄
子 

吉
野
１
班 

伊
藤 

博 

吉
野
２
班 

岡
本 

幸
夫 

南
ヶ
丘  

岩
佐 

功
一 

（
東
） 

＊
10
班 

八
紘
苑
上 

月
本 

完
二 

７
・
８
組 

瀬
戸 

浩
道 

●
玉
木
１
班 

福
田 

正
彦 

玉
木
２
班 

日
比
野 

隆 

八
紘
苑
下 

豊
田 

孝
子 

９
組 

 

関
田 

勇 

新
栄
台  

本
城 

徹
夫 

商
店
街  

川
嶋 

寿
治 

光
ヶ
丘  

加
納 

淑
匡 

さ
く
ら
台 

實
川 

剛 

（
総
務
） 

佐
藤 

誠
・
三
瓶 

孝
二 

安
藤 

健
太 

 

（
●
印
は
副
町
会
長
） 

平
成
25
年
度
班
長
会
（
34
名
） 

町
会
長  

鈴
木 

稔 

（
南
） 

＊
９
班 

大
和
台  

米
澤 

靖
雄 

10
組 

 

田
澤 

悟 

原
１
班  

小
林 

恵
美
子 

原
２
班  

鈴
木 

正
二 

南
原
１
班 

椎
根 

茂 

南
原
２
班 

箕
輪 

み
さ
子 

３
・
４
組 

早
野 

咲 

５
組 

 

藤
沢 

勝
志 

●
幸
野 

 

服
部 

政
之 

（
西
） 

＊
11
班 

２
組
東  

小
南 

智
佳
子 

栗
林
１
班 

松
永 

収 

栗
林
２
班 

佐
藤 

照
行 

東
邦 

 

粟
野 

裕
雄 

１
組 

 
村
上 

香
津
代 

●
２
組
西  
渡
邊 
勝
雄 

吉
野
１
班 

横
田 
幸
男 

吉
野
２
班 

永
野 

邦
彦 

南
ヶ
丘
１
班 

鈴
木 

勝
利
（
広
美
） 

南
ヶ
丘
２
班 

弘
川 

大
作 

南
ヶ
丘
３
班 

長
谷
川 

喜
英 

（
東
） 

＊
10
班 

●
八
紘
苑
上 

松
本 

栄
治 

７
・
８
組 

斉
藤 

渡 

玉
木
１
班 

石
橋 

正
志 

玉
木
２
班 

大
矢 

享
二 

八
紘
苑
下 

松
原 

芳
子 

９
組 

 

齊
藤 

善
徳 

新
栄
台  

加
瀬 

美
和
子 

商
店
街  

髙
橋 

守
久 

光
ヶ
丘  

橘  

和
彦 

さ
く
ら
台 

多
田 

聡 

（
総
務
） 

佐
藤 

誠
・
安
藤 

健
太 

飯
島 

克
己 

（
●
印
は
副
町
会
長
） 

【子供会会長 岡下 直美】 

子供会の役員を終え、振り返るとあっという間の１年でした。最

初は、自分に務まるのかとても不安なスタートでしたが、明朗な仲

間に恵まれ、町会の方々に助言を頂き、事故もなく無事に活動を終

える事ができました。何より、色々な行事を通じて、地域の皆様に

支えられている事を、改めて実感した１年でもありました。本当に

ありがとうございました。 

今後とも引き続き、子供会の活動へのご理解とご支援を賜ります

ようどうぞ宜しくお願いいたします。 

【町会長 大内 茂】 

平成 24 年度町会における主要行事である「スポーツ大会」「盆踊

り大会」「大運動会」「幹線道路清掃」「新年会」を無事に終える事

が出来ました。町会員の皆様、各協力団体の皆様のご指導とご協力

の賜物であると、深く感謝しております。 

3 年に渡る活動に感慨深い達成感に似た気持ちを抱いておりま

す。これからも上志津原町会の一層の発展をお祈りいたしましてご

挨拶とさせていただきます。 

【副町会長（道路担当）宮坂 正秀】 

この１年間、皆様の御協力をいただき大変感謝致します。ありが

とうございました。 

道路、ミラー等の要望書は１年間で 30 件を超えました。要望が

叶わない事もありましたが、大内会長はじめ、皆様のおかげで 1 年

を終える事ができました。 

今後も皆様のご協力を頂けますようお願いいたします。 

【副町会長（街灯）福井 律子】 

初めて町会の仕事の携わり、全く何もわからないまま副町会長と

街灯係としてスタートしたこの１年間は不安だらけでした。それで

も何とかやってこられたのは、前年度の副町会長（街灯係）の方と、

田村電工さんのご協力のおかげです。本当にありがとうございまし

た。また、各班長さんには、いろいろ質問されても何もわからずご

迷惑をお掛けしたと思います。町会の仕事をしてみて、知らなかっ

た事がたくさんあり良い経験になりました。町内会は地域の皆様の

ご支援とご協力のもとで成り立っていると、しみじみ思いました。 

これからも、皆様のご協力宜しくお願いいたします。１年間、あ

りがとうございました。 

上
志
津
原
町
会 

人
口
統
計 

佐
倉
市
人
口
統
計
に

よ
れ
ば
、
住
所
区
分
「
上

志
津
原
」
に
お
け
る
世

帯
数
が
一
千
世
帯
を
超

え
ま
し
た
。
上
志
津
原

町
会
区
域
は
、
住
所
区

分
で
「
上
志
津
」「
中
志

津
」
の
一
部
を
含
ん
で

お
り
ま
す
の
で
ゆ
う
に

一
千
を
超
え
て
い
ま

す
。 人

口
増
減
率
で
は
、

佐
倉
市
域
、
志
津
地
区

に
お
い
て
「
上
志
津
原
」

は
高
い
伸
び
を
示
し
て

い
ま
す
。
上
志
津
原
町

会
の
人
口
統
計
の
特
徴

と
し
て
は
、
年
々
緩
や

か
な
増
加
を
続
け
て
き

た
こ
と
で
、
年
齢
層
別

人
口
が
程
良
く
構
成
さ

れ
て
い
る
点
に
あ
り
ま

す
。
町
会
で
は
、
以
前

よ
り
世
代
間
交
流
の
促

進
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
が
、
更
に
強
化
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 

 

（
総
務
） 

 

 

（
下
段
）
上
志
津
原
人
口
推
移 

（
左
）
人
口
増
減
率 
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新
年
会
を
終
え
て 

１
月
13
日
（
日
）
平
成
24
年
度
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
町
会
恒
例
の
新
年
会
を
「
は
ら
ト
ピ
ア
」
で
開
催
し
、

大
人
48
名
・
子
供
１
名
に
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
大

内
町
会
長
よ
り
新
年
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
福
田
副
町
会
長

の
音
頭
で
の
乾
杯
を
皮
切
り
に
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

催
し
は
、
田
中
様
に
よ
る
本
格
的
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
。 

優
し
く
美
し
い
姿
と
踊

り
、
心
地
よ
い
音
楽
に
う

っ
と
り
と
魅
了
さ
れ
た

ひ
と
時
で
し
た
。
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
一
気
に
会
場
は
白

熱
、
最
後
は
カ
ラ
オ
ケ
大

会
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

無
事
に
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
出

席
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
そ
し
て
班
長
さ
ん
た
ち
の
お

力
添
え
・
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
ス
ポ
ー
ツ
・
新
年
会
担
当 

 

久
本 

綾
） 

◆卒業おめでとうございます◆ 

「ようこそ！わが町 上志津原」（http://kamishizuhara.web.fc2.com/）にてカラーで掲載。運営管理：Ｃｏ＆Ｃｏくらぶパソコン部会 

坂本 姫菜 

１年生から６年生まで ず～っと子供会にお
世話になりました。子供会の 1 番の思い出は全
部です。遠足や６年生を送る会など、楽しかっ
たです。色んな行事があって入って良かったと
思いました。いままで本当にありがとうござい
ました。 

佐藤 未悠 

この６年間、子供会で沢山の友達ができまし
た。みんなで楽しい所へ行ったり、夏祭りの子
供会テントでは様々なお菓子やおもちゃで遊
びました。子供会役員の皆さん、ありがとうご
ざいました。中学生になる自分の目標は「何事
にも挑戦し、あきらめずやり遂げる」ことです。
中学校でも頑張ります。 

＊上の写真は、じゃんけん大会での１コマ。親を務めるのは平成
25 年度町会長をお引受け頂いた鈴木 稔 様です。とても見事な仕
切りでした。スポーツ・新年会係は、年度の最初と最後で主要行事
を 2 つ担当しました。皆さん本当にお疲れ様でした。（総務） 

山本 結 

僕は６年間子供会に入っていました。１番の
思い出はディズニーランドで迷子になったこ
とです。少し不安だったけれどすごく心に残っ
ています。中学生になったら勉強を頑張りま
す。 

中原 明音 

 私は、子供会での思い出がいっぱいありま
す。その中で１番心に残ったことはボーリング
です。次にディズニーランドやディズニーシー
や八景島シーパラダイスや鴨川シーワールド
が楽しかったです。またみんなでいろいろと行
きたいです。 

三浦 裕 

 子供会の思い出はたくさんあります。いろい
ろなところに行ったり、いろいろな会があった
りで楽しかったです。６年間いろいろなことが
あったなぁと思いました。本当にありがとうご
ざいました。 

小不動 綾香 

 たくさんのお楽しみ会や遠足があり、とても
楽しく子供会に参加することができました。会
の中で年の違う友達もたくさんできてうれし
かったです。言葉で表せないくらい感謝の気持
ちでいっぱいです。ありがとうございました。 

工藤 夢 

 この６年間の中で色々な所に遊びに行けて
とても楽しかったです。ディズニーランドや八
景島シーパラダイスなどに行けてとても良い
思い出になりました。育成のみなさんありがと
うございました。 

延藤 奈央紀 

 ぼくが子供会に入ってから最も印象に残っ
ているのは６年生で行った八景島シーパラダ
イスです。中学生になったらもう子供会には入
れないけれど、とても楽しい思い出ができたの
でよかったです。お母さん方、ありがとうござ
いました。 

大須賀 皓 

 ぼくが子供会の中で一番心に残っているの
は、八景島シーパラダイスでサーフコースター
に乗ったことです。二番目に心に残っているの
がボーリング大会です。マックカードをもらっ
たのがうれしかったです。子供会楽しかったで
す。 

中原 すず奈 

 私が子供会に入って一番思い出の残ってい
ることは遠足です。特に楽しかったのは、去年
行った八景島シーパラダイスです。アトラクシ
ョンがたくさんあってとても楽しかったです。
その中でも特におもしろかったのはジェット
コースターです。すごくスピードが速くて６年
生のいい思い出ができてよかったです。また行
きたいと思いました。 

秋山 まり 

 私は、あまり参加していませんでしたが、遠
足などすごく楽しかったです。お母さん方に
も、優しくしていただいてとてもうれしかった
です。６年間本当にお世話になりました。中学
でもいろんなことを頑張りたいです。 

船木 結衣 

 私が６年間の子供会の中で特に心に残って
いることは、八景島シーパラダイスに行って、
初めてジェットコースターに乗れたことです。
乗っているときは少し怖かったけれど、友達と
一緒に乗れて楽しかったです。６年間でたくさ
んの思い出ができました。今までありがとうご
ざいました。 

田中 らん 

 私がこの６年の子供会で楽しかったのは６
年生の八景島シーパラダイスです。食べ放題で
はいっぱい食べました。おいしかったです。乗
物は一番こわいやつも乗りました。とっても楽
しかったです。ありがとうございました。 

栗秋 雅春 

 ぼくは野球があってあまり子供会には参加
できなかったけれど、バス旅行に参加した時は
いろいろ楽しい思い出ができたのでよかった
です。八景島シーパラダイスでは、あまり乗っ
たことのないジェットコースターのようなア
トラクションで、サーフコースターというもの
に何回も乗りました。子供会で楽しい思い出が
できてよかったです。 

田村 綺羅 

 今まで６年間、子供会でボーリングをした
り、たくさんのことをして楽しかったです。今
年は、行ったことのない八景島シーパラダイス
に行けて、いい思い出ができました。 

速水 直大 

 ６年間、いろいろな場所へ遠足で行き、たく
さんの思い出ができました。その中でも、ディ
ズニーシーのインディージョーンズのアトラ
クションのスピードの速さがおもしろかった
です。６年間お世話になりました。 

江﨑 愛梨 

 １年生から子供会に入っていて、バス遠足や
盆踊り大会や運動会などいろいろな行事に参
加できてとてもうれしかったです。６年生を送
る会で最後になりますが、この６年間とっても
楽しい時間をありがとうございました。 

子供会役員の皆さんへ 
今年も原の子供達は健やかに育ち、沢山の思

い出と共に小学校の卒業を迎えることができ
ました。歴代役員の皆様の献身的な活動に心か
ら御礼申し上げます。また、今後も原の子供達
の健やかな成長にお力添え頂けますようどう
ぞ宜しくお願い申し上げます。（原っ子の父） 

◆スクールガードボランティアの皆様へ 子供達の登下校時の見守り活動を、ボランティアの皆さんのご活躍で一日も絶やす事無く継続頂き
ました結果、子供達は無事に 1 年を過ごす事が出来ました。また、6 年生は元気一杯に卒業を迎える事が出来ました。心より御礼申し上げます。 
◆上志津原町会の皆様へ スクールガードボランティア活動に直接的に又は間接的にご協力いただける方を募集しています。毎週土曜日 18 時
より防災防犯パトロールを実施しています。メンバーに是非お声掛け下さい。心よりお待ち申し上げております。どうぞ宜しくお願い申し上
げます。               （上志津原防災防犯委員会） 

中学校では、勉強・部活を精一杯の努力で頑張
り通して下さい。そして、友達を大切にして楽
しく中学校生活を送って下さい。（原っ子の父） 

子供会加入者のご紹介となります。未加入者の
ご紹介が出来ず申し訳ございません。（広報） 
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書
初
め
大
会 

 
１
月
６
日
（
日
）、
は
ら
ト

ピ
ア
で
今
年
最
初
の
イ
ベ
ン

ト
「
書
初
め
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
人
21
名
・
子

供
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

新
年
を
迎
え
気
分
も
新
た
に
、

筆
先
に
精
神
を
集
中
。
流
れ

る
よ
う
な
筆
さ
ば
き
、
お
見

事
で
し
た
。
子
供
達
は
半
紙

か
ら
飛
び
出
し
そ
う
な
勢
い

で
元
気
一
杯
で
し
た
。 

 

手
作
り
お
味
噌  

 

１
月
26
日
（
土
）、
社
協
原

ブ
ロ
ッ
ク
主
催
「
手
作
り 

み

そ
作
り
講
習
会
」
が
は
ら
ト

ピ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
と

て
も
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
午

前
と
午
後
に
分
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
み
そ
作
り
の
模
様

は
、
パ
ソ
コ
ン
部
会
の
運
営

す
る
「
よ
う
こ
そ
！
わ
が
町 

上
志
津
原
」
に
掲
載
中
。
完

成
は
10
月
頃
に
な
る
と
の
こ

と
。
さ
ぞ
か
し
風
味
豊
か
で

美
味
し
い
お
み
そ
が
出
来
る

の
で
し
ょ
う
。 

 

森
の
茶
屋 

 

２
月
９
日
（
土
）、 

は
ら
ト
ピ
ア
で
「
森
の
茶
屋
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
歌
っ
て

踊
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
で
し

た
。 次

回
は
、
４
月
14
日
（
土
）

開
催
予
定
で
す
。
誰
で
も
気

軽
に
ご
参
加
頂
け
ま
す
の
で

是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。 

臨
時
幹
線
道
路
清
掃 

 

浄
水
場
脇
の
歩
道
と
車
道

が
大
量
の
松
の
枯
葉
に
覆
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
２
月
17
日

（
日
）
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
有
志
７
名
に
よ
っ
て
、
急
遽
、

臨
時
幹
線
道
路
清
掃
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 

４
月
、
登
下
校
に
新
１
年
生
が
加
わ
り
ま
す
。
初
々
し
く

元
気
一
杯
の
子
供
達
は
、
横
断
中
の
不
意
な
掛
け
出
し
や
引

き
返
し
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
、
１
年
の
う
ち
で
最
も
警
戒

が
必
要
な
時
期
で
す
。
１
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
賜

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
防
災
防
犯
委
員
会
） 

 

空
き
巣
・
忍
び
込
み 

警
戒
中
！ 

 

２
月
、
上
志
津
原
町
内
で
空
き
巣
が
連
続
発

生
し
ま
し
た
。
千
葉
県
警
の
統
計
で
は
、
佐
倉

市
内
の
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま

す
。
日
頃
の
防
災
活
動
の
成
果
と
云
え
ま
す
が
、

今
年
１
月
の
空
き
巣
被
害
は
千
葉
県
下
で
２
４

９
件
（
前
年
比
31
件
）
と
15
％
の
増
加
で
し
た
。

佐
倉
市
下
で
も
同
様
に
前
年
比
で
増
加
し
て
い

ま
す
。
見
慣
れ
な
い
人
に
対
す
る
警
戒
心
が
高

い
町
で
は
、
犯
行
に
及
び
辛
い
そ
う
で
す
。
見

慣
れ
な
い
人
が
い
た
ら
思
い
切
っ
て
「
挨
拶
」

を
し
ま
し
ょ
う
。
通
り
で
す
れ
違
う
時
の
些
細

な
会
釈
一
つ
で
、
も
し
か
し
た
ら
犯
罪
が
一
つ

減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
地
震
」
と
「
空
き
巣
」、

ど
ち
ら
も
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
き
ま
す
。
日
頃

か
ら
、
防
災
・
防
犯
に
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
自
ら
の
備
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

（
防
災
防
犯
委
員
会
） 

                               編
集
後
記 

 

１
年
前
の
春
、
町
会
役
員
決
め
の
際
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に

負
け
た
事
が
き
っ
か
け
で
広
報
係
を
務
め
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
正
直
、
意
気
消
沈
の
思
い
で
し
た
。
係
の
誰
一
人
、

記
事
作
り
や
写
真
撮
影
に
長
け
て
は
お
ら
ず
、
如
何
し
た

も
の
か
と
思
い
悩
む
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
町
会
総
務
の

力
を
借
り
て
、
私
達
に
出
来
る
範
囲
で
役
割
を
見
直
し
た

こ
と
で
何
と
か
１
年
間
務
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
町
会
の
皆
様
、
ご
協
力
下
さ

り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
広
報
係
の
皆
様
、
力
を
合
わ
せ
て
１
年
間
頑
張
っ
て

下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
広
報
） 

◆
転
入
・
転
出
の
お
知
ら
せ
◆ 

転
入 

★
よ
う
こ
そ
★ 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

瀬
戸 

辰
徳
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

高
知
尾 

和
秀
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

濁
川 

英
樹
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

船
木 

直
也
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

吉
野 

里
史
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

山
本 

文
夫
さ
ん 

西
区
（
南
ヶ
丘
） 

金
子 

光
玄
さ
ん 

◆
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
◆ 

 

平
成
24
年
歳
末
、
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
、「
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
」
を
募
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
１
月

16
日
、
千
葉
県
共
同
募
金 

佐
倉
市
支
会
へ
納
付
致

し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
町
会
員
の
皆

様
、
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

募
金
総
額 

９
６
，
２
９
６
円 

 
 

（
会
計
） 

◆
お
花
見
日
和
、
美
化
活
動
に
ご
協
力
願
い
ま
す
◆ 

広
報
誌
を
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る
頃
、
ふ

れ
あ
い
通
り
の
桜
並
木
が
見
頃
を
迎
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
夏
の
花
火
の
ゴ
ミ
と
同
様
に
お
花
見
後
の
ゴ
ミ

が
放
置
さ
れ
て
い
た
と
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ゴ

ミ
を
放
置
し
て
行
く
人
は
注
意
し
て
も
別
の
場
所
に
捨

て
て
行
く
だ
け
で
す
。
そ
ん
な
方
で
も
ゴ
ミ
の
無
い
場

所
に
は
ゴ
ミ
を
捨
て
辛
い
の
が
心
情
で
す
。
わ
が
町
の

桜
並
木
が
よ
り
心
地
よ
く
観
賞
で
き
る
よ
う
美
化
活
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

（
総
務
） 

「P
M

2.5

」
と
は
？ 

 

大
気
中
に
気
体
の
よ
う
に
長
期
間
浮
遊
し
て
い
る
煤
じ

ん
・
粉
じ
ん
等
の
微
粒
子
の
う
ち
、
粒
径2.5

マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
を
「
微
小
粒
子
状
物
質
」
と
し
て

「PM
2.5

」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

             

PM
2.5

は
粒
径
が
小
さ
い
た
め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入

り
や
す
く
、様
々
な
健
康
影
響
の
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
た
め
、
国
は
、
人
の
健
康
を
保
護
す
る
上
で
維
持
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
基
準
を
設
定
し
て
い
ま
す
。 


 

年
平
均
値
15
μ
ｇ
／
㎥
以
下 


 

１
日
平
均
35
μ
ｇ
／
㎥
以
下 

千
葉
県
で
は
測
定
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
ま
す
。佐
倉
市
観

測
ポ
イ
ン
ト
：
江
原
新
田
測
定
局 

http://w
w

w
.taiki.pref.chiba.lg.jp/sokuho.h

tm
l  

危
険
物
の
放
置
に
ご
注
意
下
さ
い 

 

防
災
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
よ
り
、
割
れ
ガ
ラ
ス
・
鋭
利
な
パ

イ
プ
や
針
金
の
放
置
が
数
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。私
有
地

内
の
こ
と
で
す
の
で
、こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
る
事
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
子
供
達
の
手
の
届
く
範
囲
に
あ
る
」

と
の
報
告
で
し
た
。
こ
れ
を
機
に
皆
様
に
は
「
家
の
周
り
に

危
険
な
も
の
が
放
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」を
ご
確
認
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
危
険
物
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
ら
速
や
か
な
撤
去
に
ご
協
力
を
頂
け
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
総
務
） 

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン 

 
毎
週
火
曜
日
14
時
か
ら 

 

は
ら
ト
ピ
ア 


